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J.P. SchauderfD, IまGross-Jansenの測度論を根城として或る條件を滴足す

る有限面測度の境界をもつ有界領域の楊合に就て，空間積分と面稼分との闘

聯を表すものとして知られてゐる Greenの定理の成立する條件を精密にし

た。その後 J.F. Randolph<2> Iま 2次元空間の有界領域につき Schauderの

證明を簡箪にした。本論文では境界が低次元零測度の集合を除いた各励で局

所的に Lipschitz條件を洲足するといふ椴定のもとに Greenの定理を論ずる

•ことを目的とする。但境界が有限面測度をもつといふ瞑定はしない。その證

明法は Kolmogoroffの測度論(3)をもとにして，上述の Schauder-Randolphの

方法に腺る。

1. A. ICoimogoroff の測度論~4) 、 ． 

n次元 Euclid空間即， nは 1より大な照敷，の解析集合を E及びそれ

に添敗又は屑符をつけたもので表し，斤の二塁~·p,q の距離を d(iJ,q)で表

すことにする， Eから E'全盟への一債寓像 p'=牧p),p e E, p'e E'につ

き，任衣二勘 P1,P2EE とその像 P~.~EE'との間に d(p1,p0~ad(Pi, pJが

成立つ正?~常敷 aが存在するとき曲）は L胆chitz條件を滴足・する，或は
<p(p). は有界伸長窃像である，そして E'は E の有界伸長像といふ。特に

a=lのとき非伸長窃像及び非伸此像といふ言葉を使ふ。さて R"_のすべて

の Eに負ならざる有限敷又は無限敷 μ(E).が到應し

(1) E,., n = 1, 2, 3, …，区En::::>E(f)と送図μ(f}:ぶ益(E),

(2) E .. , n~l, 2, 3, ... , が互に索で ~E.. cEのとき因μ(E")_:s;μ(E). 

(3) E' が E の非伸長像のとき µ(E')~-µ(E).. 

(4) E が K 次元邪．位甑間， O<k~n, のとき μ(E)=l.
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